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夏季休暇中課題 井坂衣莉 

 

                   

 

 

学籍番号       氏名                  

 

1. 訪問看護ステーション名：                                 

2. 訪問看護ステーションの所在地（市町村名）とサービス提供地域 

 

 

3. なぜ【この地域】に【この訪問看護ステーション】が必要か 

 

 

 

 

4. スタッフの人数とその職種 

 

 

 

 

5. サービス内容 

 

 

 

 

6. 対象の利用者（介護度、発達段階、疾患など） 

 

 

 

 

7. 運営の工夫：強み（例：看取りに強い、小児専門など）、地域との関りなど 

 

 

 

 

 

 

訪問看護ステーションを作ろう(修正の視点) 

高齢化率が高い地域、病院などが少ない地域など・・地域の特性を踏まえて書く。 

リハビリ職は職種（PT/OT/ST）があります。 

・医師、保育士、ケアマネージャー、介護職を配置するのであれば施設（クリニック・病院、保育園、居宅介護

支援事業所、ヘルパー事業所、看護小規模多機能型居宅介護など）の併設を考えてみる。 

 

看取りをするなら２４時間対応体制は必須。 

・配置した職種、人員や地域の特性を踏まえてサービス内容を考えてみる。 

 

対象を限定するのであれば理由は何か？ 

• どんな職種・病院・施設などと連携していく？ 

• 地域との関り(その地域ならではの連携・・例えば「○○病院と連携」などを考えてみる) 

 


タイプライターテキスト
市町村のHPなどを見ながら収集したデータを活用する。



タイプライターテキスト
リハビリ職については、教科書などで調べてみる。



タイプライターテキスト
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授業の感想・質問などがあれば記載してください。（成績には影響しません） 

※9月の講義終了後に記載 

 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

9月 2日(水) 8:40 職員室提出 


